
九条科学者の会・秋の講演会

安倍政権と集団的自衛権
・改憲の行方

             13:00 開場 13:30 ～ 18:00
会 場：日本大学神田校舎歯学部第２号館第１講堂（裏面に地図）

                         資料代：500 円　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

半田 滋さん　東京新聞論説兼編集委員

渡辺 治さん　一橋大学名誉教授

報告１

集団的自衛権と自衛隊

安倍政権はなぜ集団的自衛権行使・
改憲に執念を燃やすのか？
われわれはそれをいかに阻むか？

報告２

  ２０１４年 10 月４日 ( 土 )

主 催：九条科学者の会　〒 113-0034　東京都文京区湯島 1-9-15 茶州ビル 901

                   FAX 03-3811-8320　E-Mail:m-office@9-jo-kagaku.jp



半田 滋さん（はんだ・しげる）
1955 年栃木県宇都宮市生まれ。下野新聞社を経て、91
年中日新聞社入社、東京新聞編集局社会部記者を経て、
2007年8月より編集委員。11年1月より論説委員兼務。
1993 年防衛庁防衛研究所特別課程修了。92 年より防
衛庁取材を担当。2004 年中国が東シナ海の日中中間
線付近に建設を開始した春暁ガス田群をスクープした。
2007 年、東京新聞・中日新聞連載の「新防人考」で第
13 回平和・協同ジャーナリスト基金賞（大賞）を受賞。
著書に、『日本は戦争をするのか－集団的自衛権と自衛
隊』（岩波新書）、『集団的自衛権のトリックと安倍改憲』

（高文研）、『改憲と国防』（共著、旬報社）、『「戦地」派遣
　変わる自衛隊』（岩波新書）＝ 2009 年度日本ジャー
ナリスト会議（ＪＣＪ）賞受賞、『自衛隊ｖｓ北朝鮮』（新
潮新書）、『闘えない軍隊』（講談社＋α新書）などがある。

講師プロフィール

渡辺 治さん（わたなべ・おさむ）
1947 年東京生まれ。東京大学法学部卒業の後、1973
年より同大学社会科学研究所助手、助教授を経て、
1990 年より一橋大学教授、現在は一橋大学名誉教授。
専門は、政治学、日本政治史、憲法学。2004 年より「九
条の会」事務局。著書に『日本国憲法「改正」史』（日

本評論社、1987 年）、『「豊かな社会」日本の構造』（労働

旬報社、1990 年）、『講座現代日本 1 現代日本の帝国主
義化』（大月書店、1996 年）、『増補版 憲法改正』（旬報社、

2005 年）、『構造改革政治の時代――小泉政権論』（花伝

社、2005 年）、『安倍政権論――新自由主義から新保守
主義へ』（旬報社、2007 年）、『憲法 9 条と 25 条・その
力と可能性』（かもがわ出版、2009 年）、『安倍政権の改
憲・構造改革新戦略――2013 参院選と国民的共同の課
題』（旬報社、2013 年）など。

日本大学神田校舎歯学部第２号館第１講堂

    〒 101-8310 東京都千代田区神田駿河台 1-8-13
   JR 中央・総武線、東京メトロ丸ノ内線
   「御茶ノ水」駅 下車 徒歩 2 ～ 5 分
 東京メトロ千代田線「新御茶ノ水」駅 下車 徒歩 2 分

　「九条科学者の会」は、2005 年 3 月、20 名の発起人を含む 196 名の呼びかけによって設立し
て以来、各地の大学 ･ 研究機関の九条の会と連携して「九条の会」アピールへの賛同を訴え、憲法
九条を守るための学習会・講演会を行ってきました。例年、春と秋に講演会を行ってきましたが、
今年の秋の講演会は、集団的自衛権の問題をテーマとしました。
　ご承知の通り、第二次安倍政権は発足以来、議会での絶対的な多数を背景に、明文改憲、解釈改
憲を問わず、あらゆる面から現行憲法の毀損に邁進し、ついに集団的自衛権行使容認を方針とする
ことを閣議決定しました。しかし、それに対する国民の反発も激しく、憲法擁護の声は若い世代を
ふくめて急速に広がり、大きな世論の変化が生まれつつあります。当面のたたかいが今後の長期的
な日本のあり方を大きく左右するといえる情勢です。この講演会が、そうした現状をどうとらえ、
どう共有するのか、秋以降の運動を広げる上で何が必要なのかを考える場となればと考えています。

九条科学者の会・秋の講演会の趣旨

会場アクセス


